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１．はじめに 

 



 



 
 

令和７年１０月２８日、悪天候にも関わらず多くの皆様にご出席いただき、「市民との

意見交換会」を開催することができました。今回、市議会初の「議員定数等検討委員会」

との共催が実現し、議員定数の検討をはじめ、なり手不足解消などこれからの「議会の

在り方」について市民の皆様からご意見を頂きました。 

当日は、前半に概要説明を行い、後半はワールドカフェ方式による意見交換を実施。

「市民と議員」が一緒に考える貴重な機会となりました。引き続き岩見沢市議会では「開

かれた議会」、「身近な議会」を目指し広報広聴活動のさらなる充実・強化に取り組んで

まいりますので、今後ともご意見をお寄せいただきますようお願い申し上げます。 

 

岩見沢市議会広報広聴委員会 

委 員 長 坂井秋子   委  員 新井優也 木村光宏 野尻 清 河合清秀 

副委員長 松本一郎        坂井照美 猪口満雅 山田靖廣 

 

 

本意見交換会は、広報広聴委員会と議員定数等検討委員会の合同により、喫緊の課

題である「議員定数」「議員報酬」「議員のなり手不足」を主なテーマとして開催しま

した。事前に議会情報を共有した上で、市民の皆様との意見交換を行った結果、多様

で示唆に富んだご意見を数多く頂戴することができました。ご多用の中、ご参加いた

だいた皆様に心より感謝申し上げます。また終了後には動画配信を行い、当日参加が

叶わなかった方々からもアンケートを通じて貴重なご意見を頂戴しました。結果には

多様な傾向が見られ、そのいずれも市民の皆様の声として重く受け止めております。 

今後も議会内にとどまらず、市民の皆様の意向を踏まえた議論と活動に努めてまい

ります。引き続きご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

岩見沢市議会議員定数等検討委員会 

委 員 長 平野義文   委    員 枝廣晴基 武田貞行 宮下 透 

副委員長 太田博之        日向清一 猪口満雅 上田久司 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．開催概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 
 

【開催場所・日時】 

岩見沢市役所４階 委員会室 

令和７年１０月２８日（木） １８時３０分～２０時３０分 

 

【事業内容】 

議員定数等検討委員会が設置され、「議員定数、議員報酬、議員のなり

手不足解消」等の課題が検討される中、市民の皆さまとも多様な意見の

交換をする場を設けるため、広報広聴委員会と議員定数等検討委員会で

意見交換会を共催しました。 

実施内容としては、「議員定数・議員報酬・議員のなり手不足解消」を

テーマに、議員定数等検討委員会より概要説明をした後、ワールドカフ

ェ方式で意見交換を実施。最後にテーブルごとに結果の発表を行い、多

様な意見を拝聴しました。 

また、意見交換会の当日の様子を撮影、議員定数等の趣旨説明及び各

テーブルの発表がわかるよう編集、ＹｏｕＴｕｂｅで公開、その上で市

民向けＷｅｂアンケートを実施いたしました。 

 

【来場者数】 

３１名 

 

【アンケート回答者数】  

当 日：２６件 

Ｗｅｂ：８７件 

 

【動画配信】 

メイン会場の様子は市議会ＹｏｕＴｕｂｅページに 

公開しています。ぜひご覧ください。 



 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．説明内容（当日資料） 
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４．グループワークでのご意見等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご意見等は紙面の都合上、一部抜粋しているほか、 

一部加筆・訂正させていただいております。 



 



 

 

テーブル１ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・若い人（３０・４０代） 

・行動力のある人 

・やる気があり変える気持ちのある人 

・先見性のある考え方ができる人 

・提案力、アイデア力のある人 

・岩見沢愛のある人 

・報酬目当てではない人 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・地域の代表としてどう地域にフィードバックしているのか？ 

・報酬は 600万でガソリン代を別途支給 

・議員報酬に対する活動が見合っているのか？ 

・報酬は優秀な人ほど上げた方が良いのでは？ 

・議会に出席した時間に基づく報酬制度 

・報酬を減額するのなら定数を増やしては？ 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・議員が話を聞いてくれ、何か改善したという経験があれば。キャリアデザインの提示 

・女性枠・年代枠（２０代・３０代）の一部設定 

・関心のある方向けの議員塾を開設 

・議員の仕事がさほど認知されていないから選択肢に入らない。情報の提供、公開をすると良

いのではないか。 



 

 

テーブル２ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・各職業（業種）の代表者 

・人のために動ける人 

・意見を吸い上げられる人 

・質問をきっちり出来る人 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・社会保障を充実させるべきである 

・ダブルワークをしやすい環境 

・家族を養える十分な報酬額 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・小中高に議員が出前授業 

・議員の仕事ややりがいを中学生に伝える 

・議員にダブルワークはしてほしくないが、報酬を下げて議員数を増やすのも良いのではない

か 



 

 

テーブル３ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・行動力のある人、人と自然を大切にする人 

・高い能力、活動実績がある人、バイタリティある人 

・フットワークの良さと緊急時の行動力、多様性と寛大な人 

・人口増加を一緒に考えてくれる人 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・報酬は高いが、家族手当があっても仕事は変わらない、報酬だけでいい 

・政務活動費が少ない、せめて月 10万円 

・政務活動費と報酬のバランス 

・子育て世代のサポート 

・働きながらできる議員活動のしくみ 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・主権者共育の年代拡大、大人にも開催して欲しい 

・選挙広報大きくして欲しい 

・報酬を上げる 

・ネットで候補者を見られる動画（政見放送のような） 

・選挙にかかる補助金があれば若者も出やすい 

・有権者の意識向上 



 

 

テーブル４ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・へこたれない人、前向きな人、発信力のある人、岩見沢を好きな人、コミュニケーション力

のある人、クリーンな人、住民の希望を聞いてくれる人、福祉に強い人、弱者の側に立てる

人、若い人に希望を見せられる人、フットワークの軽い人など 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・年金の付与 

・報酬を増やす 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・議員塾をしては 

・供託金を下げる 

・1000万円くらいないとなり手がいないのでは 

・ポイント制にして活動している人には上げてもいいのでは、誰が評価するかという問題はあ

るが 

・議員の魅力を学校にも話にきてほしい 



 

 

テーブル５ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・より市民の意見を伝えられる人 

・積極的に市民と話を聞いてくれる人 

・多少個性がある人も必要 

・多様なニーズに対応できる人 

・今はもとより未来を創造できる人 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・市議会も条例がつくれる立場を与えるべき 

・子育て中の方、ご家族が要介護の方などのためにオンラインで参加できる議会 

・報酬は現状維持が望ましい 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・子どもの声を実現することで、未来の議員の確保につながる 

・当選しやすい環境作り 

・メリットが見えた方がいい 

  



 

 

テーブル６ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・主婦 

・若年層 

・教育者 

・市職員 OB 

・他業種 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・報酬については上げても良いのでは 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・Wワークの推進 

・議員になったら何ができるのか、また「やりがい」についても、市民に伝える必要がある 

  



 

 

テーブル７ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・立候補に男性女性は関係なく、なるべき人が議員になるべき 

・条例の一つでも作れる議員が必要 

・市内の現状をよく把握できる人材 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・議員を職業として確立させるには報酬を上げるべき 

・現状の報酬でもいい 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・定年制を設けた方がいい 

  



 

 

テーブル８ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・若い人、女性 

・他の市、町を知っている Uターン人材 

・長い年数岩見沢に住んでいる方 

・各地域の代表 

・外に発信してくれる人 

・医療職、介護職等専門的知見を持つ人 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・市政、議会等政治、活動への関心向上 

・報酬、活動費の増加・保障の強化 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・市民へ議員の活動内容を知ってもらう広報活動の強化 

・議員に政策秘書の様な人材(サポーター)を配置して政策活動を強化。そのサポーターが次の

議員候補となる。(サポーターの費用は政務活動費を充てる) 

  



 

 

テーブル９ 

 

岩見沢の議会には、どんな人たちが議員として集まっていてほしいと思いますか？ 

・多様な世代、男女比率の向上 

・特に行動力、改革力、多様な専門分野、外部とのパイプを持っている人 

 

そのために必要な報酬や議員活動をするための環境はどのような形が望ましいでしょうか？ 

・会議開始時間の弾力化(夜間会議も含め) 

・オンライン会議の活用 

・一般の方が政治について学ぶ機会の創出 

・国に対し三法が該当になるよう求める 

 

多様な市民が『議員になってみたい』と思えるようにするには、どの様な取り組みや工夫が必

要だと思いますか？ 

・任期を 3期等に決めて多選をなくす 

・各議員個々で行っている情報発信を議会でまとめて発信 



 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５．アンケート集計結果



 



 

 

●アンケート回答者数 

回答方法 参加者数 回答者数 

会場へ参加（岩見沢市役所） ３１名 ２６名 

ＷＥＢアンケート － ８７名 

 

●ＷＥＢアンケート回答期間 

 令和７年１１月５日（水）～令和７年１１月３０日（日） 

 

 

■当日参加者による回答の集計 

【１】現状の議員定数についてどうお考えですか？ 

増やすべきである ３ １２％ 

現状維持でよい １１ ４２％ 

削減すべきである ７ ２７％ 

その他 ５ １９％ 

 

【２】議員定数を変更することで、議会活動や市政にどのような影響があると思いますか？ 

議員が増え、より多くの市民の意見が反映されやすくなる ４ １５％ 

議員数が変わっても、議会活動の本質的な変化はない １２ ４６％ 

議員が減り、一人あたりの負担が増す ３ １２％ 

その他 ７ ２７％ 

 

【３】あなたは現状の議員報酬（月額報酬や期末手当など）についてどうお考えですか？ 

増額すべきである ６ ２３％ 

現状維持でよい １１ ４２％ 

減額すべきである １ ４％ 

その他 ８ ３１％ 

 

【４】議員報酬のあり方として、特に重要視すべき点は何だと思いますか？ 

  

専門性・職務の複雑さに見合った適正な水準であること ２ ８％ 

市民の感覚からかけ離れていない水準であること ９ ３５％ 

優秀な人材確保につながる水準であること １０ ３８％ 

その他 ５ １９％ 

 

 

 



 

 

【５】議員のなり手不足の原因として、あなたが最も大きいと考えるものは何ですか？ 

活動の多忙さ・拘束時間の長さ １ ４％ 

報酬が見合っていないこと １ ４％ 

選挙活動へのハードルの高さ（家族理解、費用、知名度など） ７ ２７％ 

議会活動や仕事内容が市民に十分に知らされていないこと １１ ４２％ 

その他 ６ ２３％ 

 

【６】議員のなり手不足を解消するために、最も優先して取り組むべきだと思うことは何ですか？ 

報酬や活動費の見直しによる経済的負担の軽減 ２ ８％ 

オンライン化の推進などによる議会活動の効率化・多様化 ５ １９％ 

若者や女性など多様な層に向けた議会活動の広報・情報公開の強化 ７ ２７％ 

兼業・兼職のしやすい環境整備 ９ ３５％ 

その他 ３ １１％ 

 

【７】今回の意見交換会（ワールドカフェ）に参加して、これらのテーマ（定数・報酬・なり手不足）に対す

るあなたの考えは深まりましたか？ 

非常に深まった ３ １２％ 

ある程度深まった １７ ６５％ 

あまり深まらなかった ６ ２３％ 

全く深まらなかった ０ ０％ 

 

【８】提示された客観的データやワールドカフェ形式での意見交換は、あなたの理解促進に役立ちましたか？ 

非常に役立った ２ ８％ 

ある程度役立った １９ ７３％ 

あまり役立たなかった ５ １９％ 

全く役立たなかった ０ ０％ 

 

【９】今後、市議会は、今回の意見交換会の結果をどのように活かすことを期待しますか？ 

活発な議論を行い、具体的な制度改正に結び付けてほしい ９ ３５％ 

活発な議論を行い、広報・情報提供を強化してほしい ９ ３５％ 

市民の声を聴く場を定期的に設けてほしい ６ ２３％ 

特に期待しない ０ ０％ 

その他 ２ ７％ 

 

 

 

 



 

 

【１０】あなたの年代を教えて下さい 

１０代 ０ ０％ 

２０代 １ ４％ 

３０代 ４ １５％ 

４０代 ６ ２３％ 

５０代 ８ ３１％ 

６０代 ５ １９％ 

７０代 ２ ８％ 

８０代以上 ０ ０％ 

 

 

【自由記述欄】※一部抜粋 

・カフェの内容は初めてで中々むずかしかった。市議の仕事を少し見る事ができたのはとても

良い体験でした 

・設問が広すぎて答えづらかった 

・中学・高校生を巻き込んでの意見交換会をしてもよいのではないか？ 

・やはり市議会議員という仕事の内容、成果、やりがいをしっかりと伝えていくことが大切か

と思いました 

・様々な意見を聞くことができ今までにない視点を得ることにも繋がったので参加して大変良

かった 

・まずは若者世代に興味を持たせて選挙に行ってもらう。そのためには広報や情報などをより

多く発信して議員個々ではなくＳＮＳの１つのアカウントで色々な活動を発信していく。議

員というと市民からしたらお堅い感じがすごくするため少しでもそこを取り除いてもう少

し柔らかくポップな感じでも若い世代には興味を持ってもらえる思い簡単な方法だと思い

ます 

 

■ＷＥＢアンケートによる回答の集計 

【１】現状の議員定数についてどうお考えですか？ 

増やすべきである ２ ２％ 

現状維持でよい ９ １１％ 

削減すべきである ７４ ８５％ 

その他 ２ ２％ 

 

 

 

 



 

 

【２】議員定数を変更することで、議会活動や市政にどのような影響があると思いますか？ 

議員が増え、より多くの市民の意見が反映されやすくなる ３ ３％ 

議員数が変わっても、議会活動の本質的な変化はない ７２ ８３％ 

議員が減り、一人あたりの負担が増す ８ ９％ 

その他 ４ ５％ 

 

【３】あなたは現状の議員報酬（月額報酬や期末手当など）についてどうお考えですか？ 

増額すべきである １０ １２％ 

現状維持でよい ３０ ３４％ 

減額すべきである ３９ ４５％ 

その他 ８ ９％ 

 

【４】議員報酬のあり方として、特に重要視すべき点は何だと思いますか？ 

専門性・職務の複雑さに見合った適正な水準であること ９ １０％ 

市民の感覚からかけ離れていない水準であること ５５ ６３％ 

優秀な人材確保につながる水準であること １８ ２１％ 

その他 ５ ６％ 

 

【５】議員のなり手不足の原因として、あなたが最も大きいと考えるものは何ですか？ 

活動の多忙さ・拘束時間の長さ ３ ４％ 

報酬が見合ってないこと ８ ９％ 

選挙活動へのハードルの高さ（家族理解、費用、知名度など） ２３ ２６％ 

議会活動や仕事内容が市民に十分に知らされていないこと ３６ ４１％ 

その他 １７ ２０％ 

 

【６】議員のなり手不足を解消するために、最も優先して取り組むべきだと思うことは何ですか？ 

報酬や活動費の見直しによる経済的負担の軽減 ６ ７％ 

オンライン化の推進などによる議会活動の効率化・多様化 １８ ２１％ 

若者や女性など多様な層に向けた議会活動の広報・情報公開の強化 １８ ２１％ 

兼業・兼職のしやすい環境整備 ３７ ４２％ 

その他 ８ ９％ 

 

【７】今回の動画視聴で、テーマ（定数・報酬・なり手不足）に対するあなたの考えは深まりましたか？ 

非常に深まった ５ ６％ 

ある程度深まった ４６ ５３％ 

あまり深まらなかった ２６ ３０％ 

全く深まらなかった １０ １１％ 



 

 

【８】テーマ説明のプレゼンテーションは、あなたの理解促進に役立ちましたか？ 

非常に役立った ５ ６％ 

ある程度役立った ４８ ５５％ 

あまり役立たなかった ２５ ２９％ 

全く役立たなかった ９ １０％ 

 

【９】今後、市議会は、今回の意見交換会の結果をどのように活かすことを期待しますか？ 

活発な議論を行い、具体的な制度改正に結び付けてほしい ３１ ３６％ 

活発な議論を行い、広報・情報提供を強化してほしい ８ ９％ 

市民の声を聴く場を定期的に設けてほしい ２７ ３１％ 

特に期待しない １６ １８％ 

その他 ５ ６％ 

 

【１０】あなたの年代を教えてください 

１０代 ０ ０％ 

２０代 ２ ２％ 

３０代 １２ １４％ 

４０代 １５ １７％ 

５０代 ２６ ３０％ 

６０代 ２１ ２４％ 

７０代 １０ １２％ 

８０代以上 １ １％ 

 

 

【自由記述欄】※一部抜粋 

・議員の活動が良く理解出来ないこと。今回の意見交換会の動画を見たことで、議員の方々も

勉強しておられる事がよくかりました。議員のなり手不足解消のためには、報酬の増額、兼

職のしやすい環境整備が必要と思います。 

・人口減が進むなか、常に定数は見直していく必要があると考えます。頭数をそろえるだけに

なってしまうと、議員さんとして十分な役割を果たせるかどうか心配な人がなってしまいま

す。優秀な人材を集めるためには、それなりの報酬は必要と考えます。 

・議員の数はやや多いと感じますが、単純に減らすだけでは地域の声が届かなくなるおそれも

あります。現在の報酬は高すぎる印象で、普通の仕事をしている人が立候補しづらい仕組み

になっていると思います。本来は兼業ができるような環境づくりや、オンライン会議などを

取り入れて、多様な人が参加できる議会にしてほしいです。 

 

 



 

 

・市民の意見を吸い上げるためならば、一律に議員を増やさず、ICTを活用して市民が直接利

用可能な仕組みを整備したり、年齢層別の議員数を決めてその範囲で議員を選ぶのが良いと

思います。年齢層によらない議員を選ぶならば、あらかじめ解決課題、必要な専門性、交渉

先団体などを公開して、それに見合った候補者を採用するのが良いと思います。あるいは議

会の場に専門家（コンサル）を招聘してもよいと思います。 

・議員の人数が減ってもチェック機能として一人当たりの負担が増えるわけではないと思いま

す。市役所の職員は年々減っていると聞いている。議員も減るのが当然のことだと思うが、

報酬は増やしても良いと思います。 

 

■市民の皆様のご意見・ご要望について■ 

この度は、意見交換会にご来場いただき、誠にありがとうございました。お忙しいところ、

貴重なお時間を割いていただき、感謝申し上げます。 

 また、Ｗｅｂアンケートにご回答いただいた方についても、本調査にご協力いただき誠にあ

りがとうございます。 

 皆様からいただいた多くのご意見・ご要望については、大変貴重なものであり、今後の議員

活動において、参考とさせていただきます。  

引き続き、皆様のご意見・ご要望を踏まえ、市民生活の向上のために、議員一丸となって、

全力で取り組む所存であります。皆様におかれましては、より一層のご理解とご協力を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．最後に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 岩見沢市議会広報広聴事業  

市民との意見交換会を終えて 

 

岩見沢市議会では市民に開かれた議会を目指して、平成２６年度に各

常任委員会で行った他都市調査報告会を初開催し、その検証結果を踏ま

え、平成２８年度からはより意見交換の要素を強くして開催をいたしま

した。 

令和元年度から令和３年度までは、新型コロナウイルスの感染拡大の

影響により、市民の皆様と対面での実施ができませんでしたが、コロナ

禍を経て令和４年度より対面での開催を再開することが叶いました。 

本年は「議員定数・議員報酬・議員のなり手不足解消」をテーマに、

共催による初の意見交換会を実施いたしました。議員定数については、

令和４年に設置された議員定数等検討委員会におきまして『毎期ごとに

検討委員会を設置し、検討を行うことが必要である。』とされております。

時代の変化に伴い定数や報酬を見直す中で、市民の意見を聴取する機会

をとおし、広い視点での互いに理解を深めながら様々なご意見を頂戴す

ることができましたので、今後の市議会としての活動に向けて大きな意

義を持つものとなりました。ご参加いただいた皆様におかれましては心

より感謝申し上げます。 

今後も市民に信頼される議会、より身近な議会の実現に向けて努力し、

二元代表制の下、市長をはじめとする執行機関と切磋琢磨して、岩見沢

市政の発展に寄与できるように務めてまいります。 

ご協力を賜りましたことに厚く御礼を申し上げます。 

 

岩見沢市議会議長  

峯  泰 教  



 


